


































　50 年も以前，昭和 38 年から昭和 47 年の 10 年間島松小学校の校長として指導力を発揮し「コ
ミュニケーション」という学習形態を授業に取り入れ，大きな成果をあげた桂元三（以下　桂）
とはどのような人間であったのか．恵庭市政 40 周年記念誌「恵庭人 恵庭の歴史を刻んだ人々」




の早さで校長になり，北海道石狩管内の小・中学校の教育に携わり 1973 年 3 月退職した．教職生活









の子供には密かに学生服を買って着せ，修学旅行にも行かせたりもした．退職後は，1973 年 4 月よ
り北海道大学教育学部，1976 年 4 月からは北海道教育大学札幌分校，岩見沢分校講師（講演の記録
や聴講した学生の感想などが多く残っている），1984 年 3 月にそれらを退き，北海道内外の小学校で


















　　　　　昭和 42 年度版「第 3 回公開研究会のまとめ No.22」（1.18）




　　　　　昭和 46 年度版「第 7 回公開研究会号 No.39」（10.3）
　　　　　昭和 47 年度版
　　　　　昭和 47 年度版「第 8 回公開研究号 No.45 の 1」（S48.2.10 〜 11）
　「開拓者（学校運営編）」の目次を以下に列記すると以下のようである．
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どもを変革する教育」北海道島松小学校著 106p − 107p　1967.9）．その No.1 は昭和 38 年の 10 月
に随筆集として発刊された．昭和 38 年は桂が校長として赴任した年である．編集代表は桂であり，「民
主的な学校経営」を方針としながらも，全員参加の随筆集である．桂の校長として「学校づくり」に






















　　　　　島小の授業 斎藤喜博編 昭和 37 年 12 月 15 日 麥書房
　　　　　集団思考過程の研究 砂沢喜代次 昭和 42 年 10 月 明治図書出版
　　　　　 小学校のバズ学習 その実践的研究 塩田芳久 豊川市立中部小学校共著昭和 40 年 6 月 15
日黎明書房









資料の検討が必要だ．「楽しい学校 わかる授業」は，1975 年（昭和 50 年）3 月が初版なので，昭和





ということではないと思われる．この著作の第二章に「十年の学校経営をかえりみて（昭和 48 年 2































 M 子：  「おわるまで静かに聞いてほしい」と校長先生がそういったのもむりはないと思う．校長
先生の新任式の時も，うるさかったのを我慢していられたのだと思うから．





 MI 子：  校長先生は話しながら心の中で「だらしない学校だな」と思ったろう．私も校長先生だっ
たら同じ気持ちだろう．私たちがだらしなかったら，受け持ちの先生もはずかしいだろう，
と思いました．
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Exploring the Origins of Communication-Focused Instruction
- The School Education Sought by Genzo Katsura -
TAKAHASHI Michiya
Abstract: Within the "New Course of Study Guidelines" which will be implemented in the year 2020, the topic 
of "subjective, interactive, and deep learning" is receiving attention. 50 years ago, at Shimamatsu Elementary 
School in Eniwa, Hokkaido, there was already a school principal working on instruction development and 
school development through a method which he called "communication instruction." His leadership was talked 
about widely, and although it was only a rural school in Hokkaido, Shimamatsu Elementary became known 
across Japan, attracting over 9,800 observers and visitors from both inside and outside Hokkaido over a ten-
year period. Elements of the school's administrative policies, pedagogy, and recognition of important issues 
are relevant even today, and are worthy of attention. While the school principal Mr. Genzo Katsura is himself 
an interesting topic, this paper will consider the modem effectiveness of the method called "communication 
instruction," which he used to advance education while improving teacher groups and changing the community.
Keywords: Genzo Katsura, Communication Instruction, Teacher Groups, School Development, Instruction 
Development
